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イベント開催のご案内事項

①質問はセクション毎に受け付けます！

②イベント後に名刺交換会がございます。

③本セミナーの完全版資料は配布資料最終ページ

のQRコードから閲覧・ダウンロード可能です。



ご注意事項

• 講義内容の注意点：

• 最新の環境と異なる可能性があります。(※2024年10月28日時点での情報となります。)

• 機械学習エンジニア向けではありません。

• 本講義では、ChatGPT以外の言語モデルも一部紹介いたします。

• RAGや深層学習関連の内容、コードによる実装の解説はありません。
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生成AIとは



生成AIとは10

正確な数は把握されていないが、250を超えるサービスがリリースされている

生成AI（Generative AI）とは、大量のデータを学習し、そのパターンをもとに新しいデータやコンテンツを自動生
成するAI技術のことです。画像、音声、テキストなど多様な形式のコンテンツを創り出すことができ、自然言語処
理や画像生成、音声合成など、さまざまな応用が期待されています。

業務効率化の促進
生成AIは、ドキュメント作成、レポート生成、メール応答、カスタマー
サポートなど、日常的な業務を自動化することで、業務の効率化を実現
します。これにより、社員の方は時間を節約し、より付加価値の高い業
務に集中することができます。

パーソナライズされた対応の提供
生成AIは顧客データや行動履歴を基に個別対応が可能で、マーケティン
グやカスタマーサポートにおいて、顧客ごとにパーソナライズされたコ
ミュニケーションを提供できます。これにより、顧客満足度の向上や売
上の増加が期待できます。

創造的な業務への支援
アイデア出しやコンテンツ制作など、創造的な業務でも生成AIを活用で
きます。たとえば、広告のキャッチコピーの作成、製品説明文の生成、
マーケティングキャンペーンのアイデア提案など、創造的プロセスを支
援し、クリエイティブ業務を効率化することが可能です。

生成言語モデル

AI検索モデル

画像生成モデル

（代表的なサービス例）



生成AIとは11

活用において重要なAIへの指示 ＝「プロンプト」とは

生成AI活用において重要な「プロンプト」とは、AIに対して与える指示や質問のことを指します。プロンプトは、
AIにどのような情報を出力して欲しいかを伝えるためのキーとなる要素です。生成AIは、ユーザーが入力したプロ
ンプトに基づいてテキスト、画像、コードなどを生成するため、プロンプトの質が結果に大きく影響を与えます。

（ChatGPTのユーザー画面） プロンプト作成では、具体的な指示や段階的な
質問、そして条件や制約をはっきりさせること
が大切です。これによって、より正確で役立つ
回答を得ることができます。また、一度に入力
できる文字数や文章のスタイルも考慮すること
が重要です。文字数には上限があり、それは使
うツールによって異なります。

例えば、ChatGPTを使うとき、ウェブ画面
（UI）で入力できる文字数と外部システムに
ChatGPTを接続するAPI方式を使った場合の文
字数制限が違うことがあります。こうした点を
事前に確認しておくことで、スムーズに必要な
情報を得ることができます。



生成AIとは12



自動化技術13

プロンプトを学んでビジネスシーンでの「自動化技術」を身につける

自動化技術の定義：AIモデルへの指示（プロンプト）を活用して、自身では不可能だったタスクの実現、または業
務タスクを何倍も速く遂行するための技術を指します。

覚える 考える 選択する

社員の方は
業務の情報
や手順を記
憶や経験に
依存して

行っていま
した。

記憶と経験
に頼る業務

論理的思考
による問題

解決

決定プロセ
スの遅延

特に、新し
いプロジェ
クトには多
くの時間と
労力がかか
りました。

情報収集や
承認に時間
がかかり、
意思決定が
遅延するこ
とがありま

した。

これまでの働き方 自動化技術を身につけた働き方

覚える・考えるをAIがサポート 選択する（意思決定回数UP）

記憶と経験に頼る業務 → AIで自動化
AIが情報を記録・管理し、必要なときに即座に取り出せるため、社員の方の記憶に頼
るリスクが減り、正確で迅速な対応が可能になります。

論理的思考による問題解決 → AIによるデータ活用
AIがデータや内容を分析し、最適な解決策を提供することで、社員の方は意思決定に
かかる時間を短縮し、よりクリエイティブな業務に集中できます。

決定プロセスの遅延 → 迅速な意思決定
AIの情報提供と分析で、意思決定が早まり、会議や承認プロセスが効率化されます。



自動化技術17

AI時代の到来による変化

アナログの時代 デジタルの時代 AIの時代

これまでの求められた役割

・デジタル化による業務効率化と省力化オペレーションの

実行

これまでの働き方では、業務のデジタル化を推進し、それに

よる効率化や省力化を図るオペレーションを遂行すること

が重要な役割であった。従業員は、システムの導入やデジタ

ルツールの活用を通じて、業務の効率を上げることに集中

していた。

これからの求められる役割

・AIとデジタルツールを活用した業務効率化と価値

創出

これからの働き方では、AIやデジタルツールを活用

し、業務の効率化だけでなく、新たな価値を創出す

ることが求められる。従業員は、これまで以上にクリ

エイティブなアプローチで、業務フローの改善や革新

を追求する必要がある。

省力化・効率化を目的としたデジタル活用から、AI活用によるパワー勝負の時代に



自動化技術18

慎重姿勢を見せていた大手もいよいよ動き出す

これまで慎重だった金融業界の大手企業も、ついにAI

技術の導入に動き出しました。2024年10月15日、三菱

UFJフィナンシャル・グループ（MUFG）は、OpenAI

と提携し、生成AIを活用した業務効率化を開始。

ChatGPT Enterpr iseの導入により、産業情報の収集

やデータ分析、社員ごとのカスタムGPT提供などを行

い、金融業務の革新を目指します。

この取り組みは、金融業界全体のデジタルトランス

フォーメーションを加速させる動きの一環であり、業

界の新たな未来を切り開くリーダーシップが期待され

ています。

出 典 ： 三 菱 U F J フ ィ ナ ン シ ャ ル ・ グ ル ー プ ニ ュ ー ス リ リ ー ス



活用イメージを具体化させていく考え方19

業務フローの中で、「 毎回人が考えなければならないタスク 」を洗い出すことで、生
成AI導入に相性の良い業務を見つけやすくなります

大きく効果が見込めそうな部署やタスクから、スモールサクセスでの展開を前提とし
たアプローチが有効です

点線で示されたタスクをさらに細分
化し、人が手間をかけて考えている
部分にAIを導入した場合の影響につ
いて、議論・検証を行います。

反復性の高いタスクほど、適切なプ
ロンプトを設計することで、再現性
の高い出力が得られやすく、業務の
効率化に大きく貢献します。



02
浸透定着のポイントは
『プロンプトしないこと』



業務活用のカギは「プロンプト」しないこと21

450名を超える方に実施した、研修やセミナーの声から見えた2つの課題

課題１：従業員パフォーマンスの差

浮き彫りになった課題として、プロンプト技術を学ん
でも参加者によってパフォーマンスに大きな差が出る
点があります。たとえば、言語化が得意な方は比較的
スムーズに成果を上げる一方で、苦手な方は成果が得
にくいです。また、ゼロの段階から何か指示や手段を
考え出すことが難しい方もおり、そういった方々はプ
ロンプト技術をうまく活用できないため、研修をして
も成果が得にくいという状況が生じています。

学んだプロンプト技術を日常業務にスムーズに浸透・定着させるためには、業務の一部としてプロンプトの活用を自然に取り
入れることが必要だった。また、AIを活用した全く新しい業務フローを構築するのではなく、既存の業務プロセスにAIをどの
ように組み込むかを工夫し、その中で効率的にプロンプトを活用できるようなフローを設計することが重要。

課題２：浸透と定着

もう一つの課題として、研修で学んだ技術や知識を実
際の業務にどのように定着させるかが難しいという点
があります。プロンプト技術を習得しても、それを
日々の業務にうまく組み込めないことで、学んだ内容
が実務に活かされず、社員の方の負担になっている
ケースが見受けられます。特に、従業員が既存の業務
の中で新たなプロンプト技術を「余分なタスク」と感
じてしまい、継続的に活用されないことが多いため、
効果的な定着を図る方法が求められています。

「全従業員がプロンプトを書くような環境では活用されにくい」



業務活用のカギは「プロンプト」しないこと22

ミライCourseの考える、現状における生成AI導入のベストプラクティス

プロンプトエンジニアリングの
知識を持った社員の育成(選抜)

AI活用推進チームの形成(選抜)

現場チーム

フェーズ２：プロンプトしな
くても活用できる環境を構築
し、現場へ展開

研修を受けたメンバーにより、活用で
きる環境の構築、AI活用推進チームと
連携しながら現場への浸透、定着化を
図る

フェーズ1：

選抜メンバーに対して研修

定期的な社内活用MTGやハッカソンの開催



業務活用のカギは「プロンプト」しないこと23

フェーズ１：選抜メンバーに対して研修の実施

ゴールイメージ(例)：
自社向けにカスタマイズしたAIを量産し、業務効率化を図る

＜習得知識とスキル＞

•生成言語モデルの基礎知識
自然言語処理（NLP）の基礎概念

モデルのトレーニング手法、構造の理解

•生成言語モデルのサービス別特徴
各種AIプラットフォーム（OpenAI、Google、Microsoftなど）の違い

APIの使い方や導入コスト、利用制限などの比較

•プロンプトエンジニアリング基礎
効果的なプロンプトの作成方法

モデルの精度向上やタスク適合性を高めるための工夫

•独自プロンプト構築のための知識
社内業務に適応したプロンプトの設計とテスト

プロンプトの持つバイアスや不正確さを調整する方法

•ブラッシュアップスキル
フィードバックループを通じたプロンプトの最適化

反復改善による生成結果の精度向上

•AIツールのカスタマイズ
既存の生成AIツールを社内のニーズに応じてカスタマイズするスキル

•プロジェクトマネジメント
AI導入プロジェクトの推進、リソース管理、社内教育や活用推進のスキル

•倫理とセキュリティ
AI利用における倫理的問題やセキュリティリスクへの対応策の理解と実践



業務活用のカギは「プロンプト」しないこと24

フェーズ２：プロンプトしなくても活用できる環境を構築し、現場へ展開

プロンプトエンジニア
主な役割：構築・改善・サポート全般・
活用勉強会の開催

AI活用推進チーム
主な役割：利用状況の把握・定期報告会
やハッカソンの開催・現場サポート

現場チーム
主な役割：活用レビュー

<推進チームカレンダーの例>

<各役割のイメージ>



04
大企業で活用が進む
Microsoftの生成AIについて



Microsoft 365 Copilotとは

次世代 AI の力を活かして、ユーザーの多様な要求に応えるデジタル アシスタントです。
Word、Excel、PowerPoint、Teams など、日常的に使用する Microsoft 365 アプリに
組み込まれ、 副操縦士（Copilot）としてあなたの仕事をサポートします。
例えば、Wordで「原稿の下書きを用意して」と指示すれば、原稿案を作成してくれます。

Copilot for
M365
の種類



Microsoft 365 Copilotとは

Microsoft 365 Copilotは、安心して生成AIサービスを使う仕組みが整っているため、
より自由度高く生成AIの活用を実施いただけます。



Microsoft 365 Copilotで実現できること

営業企画やアイデア創造、就業時間の短縮など様々な効果が求められます



生成AIで実現すべき指標について

Microsoft 生成AI活用事例と評価方法について - Speaker Deck

https://speakerdeck.com/daikikanemitsu/microsoft-sheng-cheng-aihuo-yong-shi-li-toping-jia-fang-fa-nituite?slide=16


生成AIで実現すべき指標について

Microsoft 生成AI活用事例と評価方法について - Speaker Deck

https://speakerdeck.com/daikikanemitsu/microsoft-sheng-cheng-aihuo-yong-shi-li-toping-jia-fang-fa-nituite?slide=16


生成AIで実現すべき指標について

Microsoft 生成AI活用事例と評価方法について - Speaker Deck

https://speakerdeck.com/daikikanemitsu/microsoft-sheng-cheng-aihuo-yong-shi-li-toping-jia-fang-fa-nituite?slide=16


05
Microsoftの生成AIを活用した
アプリや自動化の作成デモ



ノーコード・ローコードでできること

自動化フローの
開発

アプリケーション
の開発

データの分析
可視化

チャットボットの
作成

ウェブサイトの
作成

01 02 03 04 05

58



ノーコード・ローコードでできること

自動化フローの
開発

アプリケーション
の開発

データの分析
可視化

チャットボットの
作成

ウェブサイトの
作成

01 02 03 04 05
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Power Apps Power Automate Power BI Copilot Studio Power Pages

Power Platform



生成AIが適用できる対象

画像生成

テキストで指示を投げかけると
テキストで回答を生成する

代表例

ChatGPT Copilot SMBC GAI

テキストで指示を投げかけると
ゼロから画像を生成する

代表例

Stable Diffusion DALL-
E

動画生成

テキストで指示を投げかけると
ゼロから動画を生成する

代表例

Gen2 VeoSora

音声生成

テキスト/音声で指示を投すると
新しく音楽・音声を生成する

代表例

VALL-ECoe Font

テキスト生成

アプリ生成

テキストで指示を投げかけると
ゼロからアプリを生成する

代表例

フロー生成

テキストで指示を投すると
新しくフローを生成する

代表例

Power Automate in Copilot

Power Apps in Copilot



06
Microsoft 365を最大限活用する方法



定着化における5つの段階とそれぞれの課題64

Awareness
“認知する”

Desire
“動機づけを行う”

Knowledge
“知識を習得する”

Ability
“実践する”

Reinforcement
“定着化する”

A D K A R

参考： Prosci ADKAR® Model

関心がない 納得感がない 知識がない 実践の場がない 継続できない

Copilotの存在や機能を知ら
ない

自分の業務にどう関係するの
か理解しておらず、必要性を
感じていない

AIツールに対する漠然とした
不安や抵抗感がある

５
段
階

各
段
階
に
お
け
る
課
題

Copilotを活用する個人的な
メリットが見えていない

日々の業務が忙しくて
Copilotを活用する時間がな
い

変化に対する抵抗感がある

Copilotの基本的な操作方法
を知らない

自分の業務でのCopilotの具
体的な活用シーンがイメージ
できていない

AIの利用に関する倫理的な懸
念や制限について理解してい
ない

日々の業務が忙しくCopilot
の活用の場が作れていない

実際の業務フローにCopilot
を組み込む方法がわからない

AIの出力結果を適切に評価・
編集する能力が不足している

Copilot活用の成功体験や効
果の実感が不足している

組織内でCopilotの好事例共
有・質疑応答の体制が不足し
ている

Copilotの活用に関して評
価・奨励する仕組みが整って
いない



定着化におけるベストプラクティス65

Awareness
“認知する”

Desire
“動機づけを行う”

Knowledge
“知識を習得する”

Ability
“実践する”

Reinforcement
“定着化する”

時間

課題

【1h/月_応募型】
製品ごと生成AI研修

Udemy等のE-Learning
or 社内の動画コンテンツ

【1h/半年_自由参加型】
初級者向け生成AI研修

※基本的な活用を数種類に
絞って実施

【1.5h_自由参加】
生成AI導入説明会

エグゼクティブメッセージの発信
※説明会等で都度発信

ポータル/メールを用いた
活用事例の発信

【2Days or 1Month/半年_応募型】
2Days or 1Month ハッカソン

【2h/Q_応募型】
生成AI

プロンプト研修

社内ユーザーコミュニティでの
生成AIチップス共有

【1Days/Q_自由参加】
対面座談会＊メンター有り

【1h/1回_必須参加】
使用ルール説明会

社内ユーザーコミュニティ
立ち上げ・ルールの共有

【1day/半年_応募型】
アイデアソンの実施

チャンピオンの特定 【1回/年_応募型】
生成AI活用コンテスト

社内ユーザーコミュニティでの
チャットの情報共有や相談

コンテンツポータルの作成

【1回/年_応募型】
各本部毎のチャンピオンへの相談会

【1h/月_自由参加】
ユーザーコミュニティ定例会の実施

関心がない 納得感がない 知識がない 実践の場がない 継続できない

5段階

生成AIの認知を広める
オフライン施策

（掲示板/ポスター等）

チャンピオンによる
生成AI活用事例の共有

ゴールデンプロンプト集の共有

ゴールデンプロンプト
のアップデート

社内使用ルールの整備

【1h/半年_応募型】
特定部署に絞った生成AI研修
※営業部から実施がオススメ

生成AI活用度と業務改善における
相関レポート共有

活用状況モニタリング（部署ごと/職種ごと/製品ごと）

必ず
実施すべき
アクション

必要に
応じて

実施すべき
アクション

【1h/月_推進担当者のみ】
他社との

生成AI活用情報交換会

コンテンツ イベント その他



定着化におけるベストプラクティス80

Awareness
“認知する”

Desire
“動機づけを行う”

Knowledge
“知識を習得する”

Ability
“実践する”

Reinforcement
“定着化する”

時間

課題

【1h/月_応募型】
製品ごと生成AI研修

Udemy等のE-Learning
or 社内の動画コンテンツ

【1h/半年_自由参加型】
初級者向け生成AI研修

※基本的な活用を数種類に
絞って実施

【1.5h_自由参加】
生成AI導入説明会

エグゼクティブメッセージの発信
※説明会等で都度発信

ポータル/メールを用いた
活用事例の発信

【2Days or 1Month/半年_応募型】
2Days or 1Month ハッカソン

【2h/Q_応募型】
生成AI

プロンプト研修

社内ユーザーコミュニティでの
生成AIチップス共有

【1Days/Q_自由参加】
対面座談会＊メンター有り

【1h/1回_必須参加】
使用ルール説明会

社内ユーザーコミュニティ
立ち上げ・ルールの共有

【1day/半年_応募型】
アイデアソンの実施

チャンピオンの特定 【1回/年_応募型】
生成AI活用コンテスト

社内ユーザーコミュニティでの
チャットの情報共有や相談

コンテンツポータルの作成

【1回/年_応募型】
各本部毎のチャンピオンへの相談会

【1h/月_自由参加】
ユーザーコミュニティ定例会の実施

関心がない 納得感がない 知識がない 実践の場がない 継続できない

5段階

生成AIの認知を広める
オフライン施策

（掲示板/ポスター等）

チャンピオンによる
生成AI活用事例の共有

ゴールデンプロンプト集の共有

ゴールデンプロンプト
のアップデート

社内使用ルールの整備

【1h/半年_応募型】
特定部署に絞った生成AI研修
※営業部から実施がオススメ

生成AI活用度と業務改善における
相関レポート共有

活用状況モニタリング（部署ごと/職種ごと/製品ごと）

必ず
実施すべき
アクション

必要に
応じて

実施すべき
アクション

【1h/月_推進担当者のみ】
他社との

生成AI活用情報交換会
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